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様式３号

１．体制図
参加者募集（市や町の広報紙に掲載依頼、広報板掲示）
参加希望者のニーズ調査に基づき標準教材のカスタマイズ
講習会計画作成、実行管理、報告書作成
講習会場所予約オンライン講習会計画・案内・運用

２．講習会等の実施計画

合同会社アジア情報通信技研
・管理者（支援員登録）１名
・管理補助者（支援員登録）２名

携帯電話販売店
講師（支援員登録）２名
アシスタント３名

対象地域自治体（逗子市）
逗子市経営企画部デジタル推進課

講師（講習会での講義者）を派遣
アシスタント（スマホ操作の補助）を派遣
自治会館予約不可の場合スマホ教室の時間外利用で協力

デジタル活用推進事業の確認
広報紙募集記事掲載承認、掲示板使用承認、
自治会館を講習会会場として使用許可（有料）
自治体からの要望があれば優先して対応

相互に
メール、
電話、
LINE、
Zoom等で
連絡・調整

①基本講座、応用講座（相談会含む）を２時間～２．５時間（２コマ） で受講希望者を募集する（２か月）。
②場所は高齢者を考慮し原則徒歩圏内の自治会館を（逗子市１５か所）で分散する。
ただし、予約が取れない場合は、携帯電話販売店の教室を借用。
また、人数が多い場合は、逗子市民交流センターを借用しアシスタントの補助員を増やす。
各会場には、責任者、補助者が常駐し、ノボリやワッペン等の準備をする。

③コマ数は、実施場所数ｘ２コマの３０コマとオンライン２コマの合計３２コマを予定する。
④会場は蜜を避けるため定員を１０名以下とする。また、スマホ非保持者には無料で貸し出す。
⑤講習会講師は、携帯電話販売店で実務経験３年以上のベテランをアサインする。
⑥講習会は、基本講座、応用講座で構成する。相談事項がある場合は、できるだけ募集時に
アンケート調査で内容を把握し、応用講座終了後に、相談会を開催する。

⑦開催時期は、８月下旬～１０月下旬の２か月を予定する。

講師委託

計画の確認、実施状況及び結果を報告

実施者

申請者名 合同会社アジア情報通信技研 今福幸春
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様式３号

マイナンバー
カード

マイナポータル
マイナポイ
ント

e-Tax オンライン診療 地域オンライン行政

実施コマ数 5 3 2 3 3 1

支援員数 アシスタント数 基本講座：実施コマ総数 応用講座：実施コマ総数

2 3 15 17

電源の入
れ方等

電話のか
け方等

アプ
リ等

ネットの
使い方等

メール等
の使い方

地図アプリ
の使い方

SNSの
使い方

オンライ
ン会議

安心・
安全

実施コマ数 1 3 0 3 3 1 3 ０ 1.

基本講座

応用講座

（注）基本講座、応用講座のコマ数は、全15会場の合計です。
また、各会場では希望により３０分程度の相談会を別途設けることがあります。



3

オンライン診療の講習（補足）

オンライン診療は、まだ、実施例が少ないため、受講者がそのイメージを理解しずらい
面があると考えられます。
本講習では、実際に逗子市内でオンライン診療を導入されているクリニック様(*)にご

協力をいただき、本物のアプリを使って、申し込みから、診察、決済までの一連の流れを
理解してもらうことを計画しています。

＜オンライン診療の流れ＞

(*)ご協力いただくオンライン診療実施中の医療機関
・逗子メディスタイルクリニック 様
・診療科目 皮膚科
・神奈川県逗子市逗子1丁目5-4
電話：046-871-8333

（最初アプリのダウンロードが必要）

様式３号
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